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切開した結膜を
モスキートで広
げ、眼窩隔膜を
切開して眼窩脂
肪を露出します。

美容的な側面の高い治療では手術侵襲に特に気
を使います。
美容治療を含めた皮膚外科手術で、サージトロ
ンはとても有用です。
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下眼瞼の眼窩脂肪は3つのコンパートメントに
分かれています。鼻側は取りすぎると、陥凹の
原因となるため、
中央、外側をバ
ランスよく適正
量切除します。
眼窩脂肪は取り
すぎないほうが
無難です。術中
の出血には最大
限の注意が必要
です。
眼窩脂肪を切除
する際はモス
キートでクラン
プしてから摘出、バイポーラで止血します。眼
瞼結膜の切開部は縫合しません。

1週間ほどで自然に上皮化します。
サージトロンを用いて、ていねいに手術するこ
とで、手術直後でも腫れ、皮下出血を目立たな
くすることができます。
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